
  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

   

 

  

 

 

 

  





測量・建設コンサルタント等業務における履行確実性評価の概要

開札後の手続きフロー

実 施 方 針

• 履行確実性評価の対象業務は、総合評価落札方式
で発注する予定価格200万円を超える業務について
実施します（1,000万円未満の業務については、調査
基準価格に相当する品質確保基準価格を設定し、評
価を実施します。）。

• また、履行確実性評価のほか、調査基準価格未満の
者が落札予定者となった場合は、低入札価格調査
（1,000万円以上の業務の場合）を実施します。

■ 評価点について

履行確実性評価について

• 調査基準価格を下回る業務においては、技術提案内
容が適正に履行されないおそれがあるため、技術提案
の確実な履行の確保を審査し、評価します。

③
予定価格超過

開 札

①
調査基準価格未満

②調査基準価格以上
予定価格以下

履行確実性評価 入札無効
辞退･ヒアリング

･追加資料の要請
（①の場合）

低入札価格調査

落札者決定

落札予定者決定

②の場合

①の場合
履行不可能
辞退

（非落札者）




































































